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1.1 プログラムの概要
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2050年までに、こころの安らぎや活力を増大す
ることで、精神的に豊かで躍動的な社会を実現

＜ターゲット＞

• 2050年までに、こころの安らぎや活力を増大し、こ
ころ豊かな状態を叶える技術を確立する。

• 2030年までに、こころと深く結びつく要素（文化・
伝統・芸術等を含む。）の抽出や測定、こころの
変化の機序解明等を通して、こころの安らぎや活
力を増大する要素技術を創出する。加えて、それ
らの技術の社会実装への問題点を幅広く検討し、
社会に広く受容される解決策の方向性を明らかに
する。

• 2050年までに、多様性を重視しつつ、共感性・創
造性を格段に高める技術を創出し、これに基づい
たこころのサポートサービスを世界に広く普及させる。

• 2030年までに、人文社会科学と技術の連携等に
より、コミュニケーションにおいて多様性の受容や感
動・感情の共有を可能にする要素技術を社会との
対話を広く行いながら創出する。

言語に頼らない
コミュニケーションができる
社会
（究極の他者理解）

次世代のために、個々人の
心を含む全ての情報を
安心して共有できる社会
（新たな生活環境の創造）

疫病・戦争のような

不慮・不測の事態が起きても、

分断悪化せず協力できる社会

（インクルーシブな社会）

こころの成長を促す
仕組みが整った社会
（教育、医療、福祉）

画一的ではなく、

自己と他者を認める教育に

より、多様な価値観を持つ子

どもが育つ社会

個人として望むこころの状態、
ありたい他者とのつながりを実現し、
精神的に豊かで躍動的な社会へ

ムーンショット目標9（令和3年9月28日決定）



1.2 国際動向とプログラムの立ち位置
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本プログラムは、脳情報・生体情報等に基づく「科学的な」客観
指標を設定し、こころの可視化技術、遷移技術を 「科学」に基
づいて開発し、社会実装・社会変革を目指す点が、世界的にも
類を見ないユニークなものである。

※Ｇサイエンス学術会議（Ｓ７）（2026年5月17～19日、
フランス・パリ開催）において、「脳の健康とメンタルヘ
ルスの推進：世界のレジリエンスを支える基盤として」が
共同声明としてとりまとめられ、G7に対して提言された。



1.3 プログラムのマイルストーン
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2050

2040

2031

2026

2024

●個人が、社会生活の一部で、自らの望む方向にこころの状態を変えること
ができる。
●小規模な集団・組織、社会において、個人と集団と社会とが対立しない実
証が行われる。

●限定的な実環境で、こころの安らぎや活力を増進させる要素技術の検証
が始まる。

●実験室レベルの限定的な環境下で、自らのこころの状態の一部を客観的
に把握できる。
●自らの望む大まかな方向に、こころを遷移できる要素技術が検証される。

2025

●限定的な実環境で、自らのこころの状態の一部を客観的に把握できる。 
●実験室レベルの限定的な環境下でこころの安らぎや活力を増進させる要
素技術が検証される。

こころの安らぎや活力を増大することで、
精神的に豊かで躍動的な社会を実現



1.4 プログラムのポートフォリオ 前半期間
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2050年までに、こころの安らぎや活力を増大することで、精神的に豊かで躍動的な社会を実現

【安らぎ】 【活力】 【つながり】



1.4 プログラムのポートフォリオ 前半期間のプロジェクト配置
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1.5 目標達成に向けた進捗状況（1） 筒井PJ
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95%

95% 関連論文：感情調節に重要な脳領域を同定
Nakamura et al. (2022) Exp Neurol.

汎用型デコーダで、82%
被験者毎にチューンされたデコーダーでは、95%

社会的敗北 モデル

統合失調症・自閉スペクトラム障害
と定型発達のエクソソームタンパク
質組成の解析（ヒト）

註）PCA で重なりの多い Sch/ASD は、
機械学習判別によって高精度に分離可能

脳波やエクソソームからこころの状態や特性を読み出す「こころの可視化技術」を開発。

脳波からの情動のリアルタイムな読み取り（マウス・サル・ヒト）

由来臓器別エクソソームのタンパク組成の解析（マウス）

脳波からの感情の読み取りにおいて世界最高水準を達成するとともに、エクソソームのタンパク質組成にストレスの有無および
ストレス感受性・耐性の個体差が反映されることを見いだし、こころのバイオマーカーとしての利用に道筋をつけた。

動
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データサイエンスで「個性」を再定義。人の個性に関連する質問調査、日常行動データ、脳画像データを大規模に収集。
個性を特徴づける多面的なデータから、個性の仕組みを解明、統計的に頑健な個性のタイプ分けを行う。
個性に応じたニューロフィードバック訓練、瞑想プログラムの最適化を目指す。

データベース構築 個性のタイプ分け

個性に関する世界初の多面的なデータ収集 確立された臨床指標を中心に機械学習で解析
→ 人の個性を特徴づける３つの次元を発見

ポジティブな特性の解明

臨床指標を中心とする21種類の個
人特性に関する質問(オンライン)

日常行動データ：経験サンプリング
（感情に関するさまざまな質問）、
活動量、睡眠、自律神経系データ

脳画像データ

脳の構造 脳ネットワーク 脳活動

現在17,000人

現在700人

現在100人

① 衝動性・強迫性 ② 社会性

③ 不安・うつ

強迫的行動と侵入思考

発
達

障
害

と
衝

動
性

ソ
ー

シ
ャ
ル

ス
キ

ル

う
つ

(孤
立

)

社交不安

うつ(不安)

• ３つの次元に沿って、統計的に
頑健な５〜７つのクラスタ(サブ
タイプ)が存在することを解明

• それぞれの次元は、脳ネット
ワークに対応

(例)不安・うつに
関連するネットワーク

３つの次元とポジティブなメンタルヘルス・
社会的な特性の関係を解明

協調的幸福感

他者への慈悲

自己への慈悲（ポジティブ）

自己への慈悲
（ネガティブ）

①衝動性・強迫性②社会性

③不安・うつ

強迫的行動と侵入思考

発
達

障
害

と
衝

動
性

個性のタイプと瞑想効果

• 個性を特徴づける多面的なデータ（質問紙・日常行動・脳画像）を大規模に収集 → 世界初の貴重なデータベースを構築
• データベースの中に含まれる臨床指標を中心に、最先端の機械学習で個性のタイプ分け

→ 人の個性を特徴づける３つの次元を発見、それぞれの次元で統計的に頑健なサブタイプを特定することに成功
• これまで定義することが難しかったポジティブなメンタルヘルスと人の個性の３つの次元を統計的に関連付けることに成功

→ ポジティブなメンタルヘルスを科学的に解明する基盤を構築
• 500人以上の瞑想大規模実験で、個性のタイプと瞑想の効果の関係を系統的に解明 → 個性に応じた瞑想プログラムの開発

1.5 目標達成に向けた進捗状況（2） 今水PJ
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MS9
データ

プラットフォーム

MS9の各PJ MS9データプラットフォームの
構築と解析

各拠点で開発利用している
心理データや生理データ等
との連携や分析利用

心理指標・脳波・生理・バイオ
マーカー等データ

匿名加工されたデータ
をMS9全体として
解析可能にする

・
・
・

脳波解析
行動実験

生体試料収集

MS9共通心理質問
によるデータ収集

血液試料送付 一般人対象200名（今年度実施中）
目標3,000名へ

海外
データベース ドイツ・ライプニッツレジリエンス研究所（LIR）

オランダ・アムステルダム自由大学（VU）
海外大規模データ等

血液・唾液解析
マルチオミックス解析
エピゲノム解析
エクソソーム解析

一般人対象1,750名（今年度実施中）
目標10,000名へ

オンラインによるデータ収集

オンサイトによるデータ収集

・
・
・

海外連携

1.5 目標達成に向けた進捗状況（3）共通指標に関する取組
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「こころ」の特性や状態を反映する各種データ（心理データ、脳・自律神経系等を反映する
生体データ）を同一個人において収集し、有機的に連結させ、共通に利用可能な「こころ
の潜在状態空間」（共通指標）を見いだすための取組を開始。



1.6 プログラムマネジメントの取組（1）国際連携
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other 
partners

MS9から発展した国際コンソーシアムへの拡大
多次元で複雑なこころを科学的に解明するために、MS9共通指標ワーキンググ
ループの取組を軸に、こころに関わる共通指標について研究を推進する国際的
枠組みを構築した。LIR、VU、及びそのパートナーが既に持っているデータとの
連携・解析からスタートし、ゆくゆくは例えば、MS9の研究者とLIR、VUの研究
者がHorizon Europeに申請する等、新たな研究活動に発展させ、世界への
貢献を目指す。

International Common 
Indicators Initiative（ICII）

・International Common Indicators Initiative（ICII）ワークショップを開催
・共同研究に向けた具体的な議論を進めると共に、研究開発協力に係るMOCを2026/3/24,25に締結
・ICIIコンソーシアム（LIR、VU）を発足

こころの機序解明に向けた国際研究開発活動体制を構築

MS9
1,750/200*

→10,000/3000
（Well-going）

LIR
（Resilience）

VU
（Well-being）

・

・・

・ ・

Common psychological 
questionnaires,and physiological data
・

Adding other partners after ICII is 
established between 3 parties.

other partners

*the number of subjects for psychological/physiological data acquisition 



1.6 プログラムマネジメントの取組（2）ELSI

ELSIに配慮した研究開発及び社会実装に関するMS9全体のELSI方針を検討し、ELSIガイドライン
としてまとめ、ホームページで公開。随時意見を募集し検討を重ねていくことを明記している。
あわせて、プログラムに参加する研究者が自己評価可能なチェックリストを作成し運用を開始。

• 基本的人権の尊重
• 当事者利益の最優先
• 自律性の尊重
• 多様なこころのあり方への配慮
• 研究成果の公平かつ幅広い分配

• Well-goingの追求
• 脳とこころのプライバシーとデータの保護
• 高い透明性と潜在的な影響の防止
• 信頼性の確保と理解の促進
• 脳とこころに関する技術の

公平な適用と差別への反対
• 将来の世代の利益保護と

継続的研究開発
• 安全性の確保

■リスク 
✓ リスク評価
✓ リスク管理
✓ リスクコミュニケーション

■信頼性のある研究開発
✓ 安全で信頼される技術とサービ

スの開発
✓ サーベイランスの検討と実施
✓ 透明性への配慮
✓ 身体・精神への配慮
✓ データガバナンス
✓ オープンサイエンス

■分配的・社会的正義

MS9 ELSIガイドラインの構成
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2.1 外部評価結果
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総合コメント
MS目標達成等に向けたポートフォリオの妥当性（評価項目①）

• 本プログラム開始時の目標は、極めて大胆で挑戦的かつ革新的なものであり、その意義は現在に
おいても変わらない。その実現のためには解決すべき多くの困難な課題があるが、目標が達成でき
た暁には、本プログラムの成果は世界の最先端をゆくものになると考える。

• これまでに、3年目評価での指摘事項である「こころの状態や動かすべき方向性について、より解像
度の高い用語や表現を用いてサイエンスとしての特性や社会的効用を示すべき」に真摯に取り組
み、「こころ」の対象を3つの研究領域（安らぎ・活力・つながり）に絞り、科学的な表現との対応
を示した上で各プロジェクトの活動を目標9が目指すところへ集約するプログラム運営を行っている。

• また、各プロジェクトではこれまでにない頑健な形での個性タイプ分けの提示や、自殺傾性や被虐
待の可能性を示すエピゲノムのメチル化指標の取得等、顕著な成果が創出されている。

• 一方、個人の最適化が必ずしも社会全体の幸福につながるわけではない。プログラムとしてこの問
題にどのように応えるのか、スタンスの明確化が必要である。

• 後半期間に向けて、個々のプロジェクト主体の取り組みから、共通でデータを取得しモデル構築を
行うとする方向性については理解できる。効果的に進めていくためにはこの方向性に適したPM・課
題推進者の体制と研究計画になるよう再構築が必要と考える。その際、自然科学だけでなく、社
会科学・人文科学の知見も組み合わせる必要があると考えられるが、この点で熊谷PDの強みを
活かす体制を検討していただきたい。また、ツールとして実効性のあるモデルを構築するためには、
データサイエンスの専門家を追加し、必要な条件やデータについて明確化していく必要がある。

総合評価：研究開発プログラムの推進に一部改善を要する。



2.2 外部評価結果
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原則として箇条書き
良い点、見直しを要する点含め4点程度
ガバ委目線で記載

１．プログラムの目標に向けた研究開発進捗状況（評価項目②）

1-1.大胆な発想に基づく挑戦的
かつ革新的な取組み（評価項
目⑦）

• 脳情報や生体情報（エピゲノム、エクソソーム等）に基づき、こころの状態を
「客観的」に把握しようとする試みは意欲的なものであり、また、一定の優れた
成果（自殺傾性や被虐待の可能性を示すエピゲノムのメチル化指標の取得
等）をあげていると評価できる。

• 現時点までの成果を見ると、本プログラムは、「社会（集団・組織）の豊かさ
を個人の生物学的情報の総和として近似できる」という強い還元主義に基づ
いているように見受けられ、ある種の人間主体不在のアプローチの様相が強く
なっている。科学技術の開発と社会展開を結びつけようとする点が本プログラ
ムの強みであると主張されていることもあり、「指標を社会展開する」ことそのも
のも研究の対象として扱うことを期待する。

1-2.プログラムの目標に向けた今
後の見通し（評価項目③）

• 社会環境要因の重要性に見識のあるヨーロッパのチームと連携し、社会にお
ける「こころ」に関する客観的指標を国際レベルで確立しようとしている点は高
く評価できる。

• 10年目のターゲット達成のためには、開発された科学技術によって拡張され
た個人が、他者とどのような新しい関係を構築し、そしてその関係がその個人
の「こころ」にどのように影響を与えるのかという、個人の外側にある関係性の
研究についてもプログラムで実施されることを期待する。

1-3.その他 • 個別の研究者は素晴らしい実績を有しているが、社会的要因が複雑に絡ま
り解決が極めて難しい課題に対して、自然科学系の研究者らの研究モデル
のみでアプローチすることにはミスマッチがあるように思われる。それを埋めるには、
今後体制の再構築が必要と考えられる。



2.3 外部評価結果
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２．PDのプログラムマネジメントの状況（評価項目④）

2-1. 研究資金
の効果的・効率
的な活用（官民
の役割分担及び
ステージゲートを
含む）（評価項
目⑧、評価項目
⑤）

a.産業界との連携・
橋渡しの状況（民
間資金の獲得状況
（マッチング）スピン
アウトを含む）

• プログラム内に社会実装ワーキンググループを設置し、ロジックモデルに基
づいて、各プロジェクトの社会実装に向けた構想書の策定が行われた。

• 今後は、この構想書の策定で得られた知見・提言を参考にし、バックキャ
ストの観点から事業展開の道筋を整理し、現場ニーズに基づく事業共創
を一層具体化していくことが求められる。

b.その他 • プロジェクトの研究成果からやや近視眼的とも見える社会実装を急ぐ傾
向が見られたが、本来、ムーンショットが掲げている「社会変革の実現」に
向け、目標達成のためにどのような手段やプロセスが必要なのかを改めて
検討し、プログラムの戦略を見直していただきたい。

2-2.国際連携による効果的かつ効率
的な推進（評価項目⑥）

• ドイツ・ライプニッツレジリエンス研究所、オランダ・アムステルダム自由大学
と、こころを可視化する科学的指標について、連携して研究を推進する
国際共通指標コンソーシアムが構築された。

2-3.国民との科学・技術対話に関す
る取組み（評価項目⑨）

• プログラム全体の研究開発・社会実装におけるELSIについて具体的な
指針を示すために、プログラム横断でELSIワーキンググループを組織化し、
「ELSIガイドライン」および「チェックリスト」をホームページで公開、運用を
開始した。公開にあたって、随時プログラム内外から意見を募集し検討を
重ねていくことが明記されており、国民の理解促進に寄与している。

2-4.その他 • 最新技術導入の取組みとして、２者間コミュニケーション中の脳活動計
測を可能とする光ポンピング磁気センサ式脳磁図を共同利用体制を構
築した上で、導入した。

●メタデータ件数：114件（うち、研究データの公開4件、共有29件、非共有・非公開81件）



2.4 外部評価結果
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３．研究推進法人のPD/PM等の活動に対する支援（評価項目⑩）

今回評価した各目標においては、以下のPD・PMサポートに必要な事柄について工夫をしながら適切に実施し
たと評価する。

① 確実な研究契約の締結・予算管理
② MS目標に沿った研究開発計画の作り込み(目標8,9：25プロジェクト)
③ PD・ADとPMの議論の場の設定、円滑なコミュニケーションの促進
④ プログラムの状況に沿った数理科学分科会やELSI分科会の運用
⑤ 大阪・関西万博への参画を含む積極的な広報活動 等

その上で、更なる支援強化として期待することや考慮すべき事項は以下の通り。

✓ PDによるプログラム運営を支援するため、サブPDやAD等の知見を体系的に取り込むことができるような、
マネジメント体制のさらなる強化が重要である。

✓ アウトリーチ活動は一定の実績を上げているが、プログラムが社会に広く理解・受容されるよう、取り組み
や成果等の社会的価値を分かりやすく示す発信の強化が引き続き求められる。

✓ 国際連携や国際的ルールメイキングに向けて、国内外のステークホルダーとの調整を引き続き進めること
が望まれる。
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3.1 戦略推進会議の指摘等への対応（1/3）

戦略推進会議における指摘等

• 身体活動、生理状態、精神の連関にフォーカス
をあて、心身合一を科学技術的に可視化する
研究は、ウェルビーイングを考える上で重要であ
るが、一方で科学的な蓄積が乏しいテーマと認
識している。身体の動き、体内状態、精神状態
について、同一個人を対象として、様々な局面
に、また時系列の中でデータを取り、その関係性
を探るということが本質的に重要であり、このデー
タプラットフォームの深さとサンプル数の拡大が不
可欠ではないか。

• これだけの幅広いテーマを一気に扱うには、資源
があまりにも足りないと感じる。短期的には、例え
ばこのプログラムでも議論されているような「体を
動かすとやる気になる」など既存の人類の知恵を
科学的に実証し体系化をすることにフォーカスし
てはどうか。また、個人と個人間の関係、集団内
の関係という広げ方をするのではなくて、個人に
フォーカスをして、より深くサイエンスとしての体系
を作っていくことがよいのではないか。

PD等の回答・見解

• 多数の対象者を比較する横断調査に加え、同一
人物を継続的に追跡する縦断調査も実施する予
定であり、ライフステージや生活環境の変化に伴う心
身状態の推移や、ストレス指標の時系列変化を把
握する。具体的な調査設計は、データサイエンスの
専門家を加え、データの深さとサンプル数のバランス
を検討するが、それに加えて、国内外の他の活動と
のデータ連携やオープンデータの取り込みを進め、継
続的にデータプラットフォームの充実を図る予定であ
る。

• 基本統合モデル等で提示した研究の枠組みは、全
領域に均等に資源を投入するものではなく、個別研
究の知見を将来的に統合し、つなぐ枠組みを提供
しようとするものである。個人と集団・社会は密接に
関係しており、個人のこころの有り様を明らかにする
上で、集団・社会の関係を対象とした研究も重要で
あると考えている。プログラム運営では今後、目標達
成に向けた重要性・実現可能性の高い領域を見極
め、重点的なリソース配分を検討していく。
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戦略推進会議における指摘等

• 非常に挑戦的なテーマであり、心を客観視しよう
ということ自体が非常に難しいテーマなので、良い
結果が出ることを期待している。その中でも一つ
一つ研究論文をきっちり発表していくことが重要
と考える。これまでの論文実績はどの程度か。

• こころの動きというのが科学的にきちんと定量化
できるようになって、危機的な状況を避けることが
科学的にできるようになればすばらしいことだと考
える。海外の様々な研究者と連携を図りながら
国際的にも科学技術のレベルを高めていってい
ただきたい。

• 個人のこころの安らぎや活力のモデルを、集団・
社会へ展開するにあたり、2050年の社会をどの
ように想定しているのか。

PD等の回答・見解

• これまでに、プログラム全体で計269件の論文を発
表しており、論文数は年々増加している。新しい領
域であり、測定・分析方法から構築する必要があっ
たが、現在は研究の進展に伴い成果の公表が進ん
でいる。今後も、個々の成果を着実に論文化する。

• 海外研究者からも高い関心が寄せられており、既に
国際連携を開始している。今後、海外の研究機関
との協力を深め、国別・文化別の比較分析を進める。
具体的には国際比較を行う縦断調査により、個人
の時系列変化と文化的差異を分析できる研究基
盤を構築する。

• 社会の未来を予測することは難しいが、AIの普及な
どにより、今後、社会や人間関係のあり方は大きく変
化していくと考えている。一方、人間の根源的な欲
求や対立といった側面は大きく変わらないと考えてお
り、まずは個人のモデル化を通じて対人関係等も捉
えていく。その上で社会科学の知見を取り入れながら、
変化する社会との相互作用を扱えるモデルへ将来
的に発展させていきたいと考えている。

3.1 戦略推進会議の指摘等への対応（2/3）
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戦略推進会議における指摘等

• 今のAI研究の最先端は知能や意識にフォーカ
スされているが、AI・情報科学分野の研究者と
連携して進めているものはあるか。また、海外で
はAIが意識を持つ可能性の発表もでてきており、
世界的なターゲットになっていると思う。AIが社
会を大きく変える中、どのような考えを持っている
のか。

PD等の回答・見解

• プロジェクトでAI技術を用いた開発は行っている。
今のAIは選別せずに集めてきた知識に基づいて作
られている図書館のようなものと考えているが、今
後、AIと人間との関係の中で、人間をより深く理解
する研究を発展させ、研究構想におけるAIの位置
付けをより明確に示し、目標９を一段高いプログラ
ムにしていきたい。

3.1 戦略推進会議の指摘等への対応（3/3）

22
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4.1 今後の方向性 ①後半期間のプログラムマネジメント

• 前半期間において設定した「こころ」の対象を3つの研究領域（安らぎ・活力・つなが

り）に絞るプログラムディレクションは継続する。

• 後半期間では、前半期間で得られた個別プロジェクトの成果は活用しつつ、個々のプ

ロジェクト主体の取組から転換し、プログラム全体で共通データを取得しモデル構築を

行うプログラム体制に変更し、必要なデータサイエンスの研究者を拡充する。

• 個人と社会の関係等を明らかにするための社会・人文科学の研究者を強化する。

• これらの方向性に適したPM・課題推進者となるようプロジェクト体制を再構築する。

• プログラムマネジメント体制（PD/SPD/AD）においても、この取組を主担当する統

括SPD（西田SPD）を設定し、新たにデータサイエンスの専門家も追加する。
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4.1 今後の方向性 ②こころの安らぎと活力の基本統合モデル

25

マルチモーダルなデータ
（前半期間の成果を含む）

２. 心理・感性・主観評価データ
•安らぎ・活力度
•ストレス・不安・抑うつ
•感性評価・気分評価
•パーソナリティ・価値観
•満足度・幸福感 など質問紙

1. 脳・生理データ

fMRIEEG OPM-MEG ECG 生体センサ
など

3. 行動・生活データ
•日常活動量・運動
•睡眠・食事・生活リズム
•スマホ・アプリ利用ログ
•興味・メディア接触など

４. 生物学的要因データ（Omics）
・ゲノム
・タンパク質
・エピゲノム
・エクソソームなど

5. 社会・対人関係データ

•対人関係・家族・友人
•会話・SNS・コミュニケーション
•職場・学校・地域コミュニティ
•社会的サポート・孤独感 など

6. オープンデータ・知識ベース・既存
LLM •論文・書籍・ガイドライン

•オープンサイエンスデータ
•心理学・脳科学の知識グラフ
•既存LLMの知識基盤/自然
言語理解の活用 など

Layer 4 （介入効果予測層） ：介入シミュレーション・レコメンデーション

介入効果予測モデル
（因果推論 / 因果モデル）

個人に適する介入を提案

h(t) h(t+1)介入＋

提案する支援の例
・安らぎ/活力を高める介入
・ストレスを下げる介入
・習慣化・継続支援

介入の種類

音楽 運動 睡眠改善 対話・交流 自然・環境
マインドフルネス 栄養・食事 など

Layer 3 （状態推定・予測層）：個人ウェルゴーイング状態モデル

現在の状態推定 h(t) 状態の特徴
・短期変動と長期傾向
・個人固有のパターン
を学習
・制御可能な状態へ

状態遷移モデル

（世界モデル / 状態空間モデル）

h(t+1) h(t+ｎ)h(t+2)h(t)

・こころの安らぎ
・こころの活力
・ストレス・不安
・疲労・孤独・幸福感 など

未来状態の予測
h(t+1), h(t+2), …

MS９こころの安らぎと活力の可視化・状態遷移・介入効果 予測手段

Layer 1（共通表現学習層）：こころの安らぎと活力の共通潜在状態空間モデル

多様なデータを統合し、心の状態（安らぎ・活力）を表す共通潜在表現を学習

学習目標

・こころの安らぎ・活力の表現
・心理状態の予測
・将来状態の予測
・個人差の表現
・マルチモーダル整合性

（こころの状態空間）

共通潜在表現 z

Layer 2（個人適応層）：個人感性デジタルツイン

共通表現を個人に適応し、その人固有の心のデジタルツインを構築 個人特徴の表現
・関心の個人差
・性格・価値観・感性
・生活習慣・好み
・記憶・経験・文脈

個人データの継続収集 個人化アダプタ

（LoRA / Adapter / Hypernetwork）

個人潜在表現 zp

（その人のこころの状態）

国際連携・データ共有基盤

国際連携によるグローバル標準化・
多次元・多層データの統合による

こころの状態の可視化・理解基盤構築

VU
蘭アムステルダム
自由大学

MS9
Moonshot

Goal 9

LIR
独ライプニッツ・
レジリエンス研究所

相互連携
データ共有
共同研究

安全・信頼できる
データ共有

標準化・匿名化
ガバナンス

共同研究・
モデル検証

人材交流・
知識共有

フェデレーテッド学習・セキュア計算により
プライバシーを保護しつつ知見を最大化

データ共有基盤（セキュア・フェデレーテッド）Layer 5 （集団・社会デジタルツイン層） ：集団・社会ウェルゴーイングモデル

個人のつながりや集団のダイナミクスから、社会全体のウェルゴーイングを予測
相互作用モデル

（Graph / Hypergraph）

個人デジタルツインの集合 社会モデル

（GNN / Graph Transformer）

•集団の安らぎ・活力
•孤立・つながりの検出
•地域・組織のウェルゴー
イング

•政策・施策の効果予測

社会ウェルゴーイング予測

脳科学～社会科学の叡智を結集。「安らぎ・活力・つながり」を理解・予測・支援し、ウェルゴーイング向上に資する体系基盤を構築

具体的な出口・応用

個人への応用

•自己理解・
気づき
•セルフケア支
援
•ウェルゴーイン
グ向上
•活力の予測
•日常の状態
変化支援

家庭・対人関係
への応用

•関係性の質
の向上
•コミュニケー
ション改善
•対人ストレス
の予防
•サポートの最
適化

組織・教育
への応用

•従業員・学
生のウェル
ゴーイング向
上
•パフォーマン
ス最適化
•学習・教育
支援
•メンタルヘル
ス予防

社会・政策
への応用

•地域のウェ
ルゴーイング
向上
•政策・施策
の評価
•エビデンスに
基づく政策
立案
•持続可能
な社会の実
現

一人ひとりのこころの安らぎと活力が高まり、
つながり合い、精神的に豊かで躍動的な社会へ



モデル構築の基本的なスタンス

• 「こころの安らぎと活力、つながり」を理解し、向上するためのバックボーンとなる科学的な

方法論の確立を目指す。

• 人間のウェルゴーイングの有り様を総合的に把握することを目指す。

• 生成AIの急速な普及を踏まえ、喫緊の課題である科学的エビデンスの蓄積を進める。

モデル構築の進め方

• 前半期間の成果、横断調査・縦断調査の結果、個別介入検証データ、外部データ、

オープンデータ等を広範に取り込み、効果的に活用。

• 個人情報に注意しながら最新技術を活用し、安全にデータ共有するための仕組みを確立

し、こころを研究する国内外の他の活動と、効果的な連携をしながら進める。

• Layer1~4は同時並行的に実施。Layer5は独立して開始し、後半に連結を試みる。

• 実社会での検証を踏まえて継続的な改善を実施。
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4.1 今後の方向性 ③基本統合モデルの考え方



科学に基づき個人の自己理解や
セルフケアを支援
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4.1 今後の方向性 ④基本統合モデルの活用イメージ



4.2 PDのマネジメント方針 後半期間の進め方
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2026 2027 2028 2029 2030 2031

こころの安らぎと活力の基本統合モデル

●研究基盤整備

●こころの状態把握・
制御の要素技術

•脳、生体情報に
よる状態推定
•ニューロフィード
バックなどによる、
状態変化

•共同計測環境
整備
•国際連携開始
•共通質問紙等の
整備

・ 前半期間で得られた個別プロ
ジェクトの成果は活用
・ 個々のプロジェクト主体の取組
から転換し、プログラム全体で共
通データを取得しモデル構築を行
うプログラム体制に変更

【8年目】共通指標のための中
核データ取得完了・基本統合モ
デルの構築
・ 基本統合モデルのすべての
Layerの初期学習が完了し、限
定環境下における個人と集団を
評価する環境が構築される

【10年目】応用に向けたこころの科学的
な知識体系・技術基盤の構築
• 「基本統合モデル」に目標内外の関連
研究の成果を統合する枠組みを構築
• 個人・組織・社会における心の問題の
解決において「基本統合モデル」の有効
性を複数の事例で示す

集団・社会におけるこころへの影響理解と支援への接続(Layer5)

個人のこころの理解と支援（Layer1~4）

MS9データプラットフォーム（共通データ取得）

社会・人文科学視点からの基本統合モデルの妥当性評価と検証



4.3 MS目標達成に向けたシナリオ
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～2031年 【10年目】 応用に向けたこころの科学的な知識体系・技術基盤が構築される。

• 「基本統合モデル」にプログラム内外の関連研究成果等を統合し、個人・組織・社会において「安らぎ・活力・つながり」の状

態とその相互関係を体系的に捉える枠組みを構築する。

• 個人・組織・社会におけるこころの問題の解決において、「基本統合モデル」が有効であることを複数の事例により提示する。

• 国際連携を通じ、こころの「安らぎ・活力」の状態を国際比較・連携可能な共通指標として確立する。

～2040年 ムーンショットで開発された「基本統合モデル」を発展させ、有用性を高める。

• 「基本統合モデル」が、多くの研究機関や企業等により継承され、個人・組織・社会に関する多様なこころの問題への解決

能力を高めるように知識とモデルが継続的にアップデートされる。

• 「基本統合モデル」に関する研究が国際的に展開され、文化差についても考慮されたモデルが、日本だけでなく海外でも活用

される。

～2050年 様々な背景を有する人々へ拡大。精神的に豊かで躍動的な社会が実現。

• 「基本統合モデル」の社会への応用が進み、社会システムへの応用まで行われるようになる。

• 「基本統合モデル」の応用が世界中に普及し、利用されることで、こころに関連する多くの社会課題の解決に貢献する。
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参考1 「Well-going」という概念の設定

「Well-going」＝行為の遂行順調性

環境の支援や個人の心理的資源の向上によって、自分の特性を活かし
ながら夢や目標を追うことができ、相互に応援できる状態。

➢ ウェルビーイング：静的・現在

➢ Well-going*：動的・未来志向

⇒両者は対立しない

＊出口康夫氏（京都大学教授）が提唱されている概念に基づく。



参考2 プログラムマネジメントの取組 産業界等との連携

各PJの研究開発を社会実装の軸から検討し、プログラム全体の方向から研究開発そのものの見直しや強
化につなげる。PJ毎の出口戦略について、成熟度レベル（XRL:X Readiness Level）を用いて、社会
実装計画書を策定。

事業成熟度レベル（BRL）と技術成熟度レベル（TRL）から各プロジェクトを位置づけたもの

※社会実装への課題

• 技術開発に関する課題
• 事業開発に関する課題
• インフラ・規制に関する課題
• 社会受容性に関する課題
• 人材育成に関する課題
• 横断的課題

※社会実装インパクトのための
ロジックモデル

プロジェクトのアウトプット
⇒直接アウトカム
⇒波及効果
⇒社会システムへのインパクト

社会実装ワーキンググループで
検討した内容
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参考2 プログラムマネジメントの取組 事例１ 菱本PJ
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参考2 プログラムマネジメントの取組 事例２ 細田PJ
社会関係資本に着目し、信頼関係に基づいて血縁関係のない第三者も加わり育児に関わる仕組み

CCC（Child Care Commonsモデル）を構築し、自治体や企業と連携して普及を図る

1.家族以外の信頼できる関係性と
ウェルビーイングとの関連を確認

幼少期のソーシャル・キャピタルが
高かった人は、成人期のウェルビー
イングが高い傾向。

2. コミュニティを構築して効果を検証

コミュニティ開始から1年経過時点の測定から、
集団内のスモールワールド性が徐々に高まり、

参加者のウェルビーイングが高くなっていることを確認。

4. CCCの社会受容性を確認

5. コミュニティの効果をシミュレーションする試み

コミュニティに参加
したときの、個人・
集団のウェルビーイ
ングの推移について、
LLMソーシャル・
シミュレーションを
用いた再現を試みる。

20代から60代以上の579名を
対象としたパネル調査による
と、約60%がCCCコンセプト
に対して肯定的であった。反
対した人の主な意見は、親の
責任とプライバシーに関する
懸念だった。(Maruya et al., 

2026, Front. Sociol. )

6. 自治体や産業界と連携した取組を実施

• 上記CCC関連研究をもとに「社会全体で子育てを支え
る社会」の基本方針化とEBPMに向けた実証などを提言

• その他、WELL Community® 仙台、佐渡などを実施

人口減少社会における子育ち共創インフラの拡充 (CCCモデルの全国展開を目指す)

CCC (Child Care Commonsモデル)

エビデンスベースの
ガイドラインと評価基盤

支援プログラム
革新的な

技術プラットフォーム

1 2 3

地域特性や
個々の状況に
応じた

コミュニティ
プログラムの
企画・設計

テクノロジー
を活用した
コミュニティ
プログラムの
実施・運営

他者との信頼
ネットワーク
を客観的に
測定・評価

評価結果を
政策立案や
コミュニティ
設計に反映

設計支援 実装支援 評価支援 再設計支援

Step1 Step2 Step3 Step4それぞれのメリット

子ども

親（養育者）

第三者（個人）

第三者（企業・自治体）

◼ 社会的スキルの発達
◼ 自己効力感向上
◼ 体験の充実

◼ 育児負担感の緩和
◼ 養育ストレスの減少
◼ 女性のキャリア継続

◼ 役割の獲得
◼ 信頼関係の中で生きがいの実感
◼ 多世代交流による健康維持

◼ 次世代育成・企業ブランド向上
◼ エビデンスに基づく施策・実践
◼ 地域との持続的パートナーシップ

292名の一般成人
を対象とした調査
から、ソーシャル
キャピタル（家族
以外の信頼できる
人との関係）の値
を中央値で分けた
とき、高い群が低
い群よりも主観的
ウェルビーイング
が高いことを明ら
かにした。(Hosoda 

et al., 2024, Front. in 
Psychol.)

約60%がCCCに肯定的

3. SNSログを用いた社会関係性の可視化システムを構築

中心となる人物AさんからBさんを見
たときに、右上は強い絆がある存在、
右下は安定した関係性の存在、左上は
新しい関係性をもたらす存在、左下は
大きな影響を与える存在、もしくは連
絡が疎遠になった存在と考えられる。
(荒川ほか, 2025, IPSJ Interaction)

主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

社会関係資本得点

    

    
    

            

        

   

   

 

   

   

   

   

   

   

 
 
 
得
点

           

          

ISO25554に準拠したプロセスにより、親、子、第三者を結びつけるコミュニティ
を運営し、２～３か月おきに1年をかけて評価を実施。時点が進むにつれ、情報伝
達の効率性の指標でもあるスモールワールド性が徐々に高まり、主観的ウェルビー
イングも高くなった。(細田, 2025, 臨床精神医学)

34

*



「こころの安らぎや活力の科学研究」に関する意識調査の実施

調査対象者：一般10,000人、専門家47人

調査実施：2026年1月下旬〜3月上旬

結果の例：研究開発の社会受容において最も重視される要因の
トップは科学的妥当性（33.5％）
→こころの問題を適切に解決できる科学技術への期待が高い。

JST Moonshot Notesによる情報発信
菱本プロジェクト
2025年9月1日

松元プロジェクト
2026年1月16日

細田プロジェクト
2026年4月6日

筒井プロジェクト
大阪・関西万博への出展

あなたの「想い」が届く未来、もうすぐそこに：
自在ホンヤク機の世界 

〜脳波が映す、こころのつながり〜

2025年8月13日〜18日

細田プロジェクト（菊知PI）
2026年5月19日

今水プロジェクト
2026年3月18日 The Guardian
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参考2 プログラムマネジメントの取組 広報・アウトリーチ



①MS9全体リトリート会議：研究者が横断的に連携する機会の提供
• 参加者数：令和5年度128名、令和6年度130名、令和7年度113名
• 内容：各研究開発プロジェクトの計画・進捗報告、

若手研究者によるポスター発表
令和5年度：ELSI共通課題の議論。
令和6年度：ビジョン’24*の浸透、ならびにその実現に向けた

研究計画見直しへの意識喚起。
令和7年度：社会実装に向けた

事業化ワーキンググループの進捗報告、
目標9全体の連携と成果創出に関する
議論、ならびに目標9共通指標に関する議論。

*ビジョン’24は2023年度に、目標達成に向けて整理した社会課題と指標の関係を示したPD方針を指す。

②MS9若手の会：若手人材の育成
• 上記リトリート会議における参加者間の議論を経て、

令和7年7月に若手の会を発足
（70名強の若手研究者が参加）

• Zoom会議による議論、SlackやBOXを活用した
情報共有を経て、
令和8年3月7-8日に対面会議（東京）を実施。
同年6月18日に2回目の勉強会（東京）を実施。

全体リトリートの様子

若手の会 Youth Session

参考2 プログラムマネジメントの取組 プログラム全体会議
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• 目標9が目指す「こころの状態理解」、
特にコミュニケーション時の共感に関わる脳深部の
活動をプロジェクト横断で計測・分析するため、
光ポンピング磁気センサ式脳磁図（OPM-MEG）
を導入。

• OPM-MEGは、従来のSQUID-MEGに比べ
低拘束・高S/N比で、自由な状態で運動時、
あるいは2者間コミュニケーション中の脳活動計測が
可能。

• 導入にあたり目標9 OPM-MEG設置検討会議で
の検討の結果、大学共同利用機関である
生理学研究所に設置し、目標9参加者が
共同利用できる体制を構築。

（2026年6月設置完了） 

• 令和７年度より目標９OPM-MEGユーザー会議を
設置。本分野の先駆者であるSven Bestmann
教授（UCL）を加え、プログラム全体で国際的な
技術動向を共有しながら研究を推進している。

従来のSQUID-MEG
（Wikipedia「超伝導量子
干渉計」より転載）

被験者がダンスをする例

計測データ(ダンス)

O’Neill et al., Imaging Neurosci(Camb) 2025 3:imag_a_00495.より
引用（一部改変）

参考2 プログラムマネジメントの取組 最新機器の共同利用
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文献情報と実社会データから時代が求める福祉と主体性を読み解き、福祉と主体性の主観的側面としての「喜び」と「志」 
の強さを個人間で比較できるように定量化することで、多様な個々人のこころの幸福を見出し、さまざまな政策に
反映させるための新たな評価軸を構築する。

個人間比較可能な喜び・欲求の脳指標の詳細なデコーダ構築報酬の効用の神経細胞レベルでの数理モデル解析

• 報酬の効用の数理モデル構築と種間比較：ヒトのより高次な「喜び」・「志」を生み出す脳の仕組みの基盤となる「主観的価値」
の脳内メカニズムを詳細に調べるため、行動から報酬の効用（主観的価値）を推定する新たな数理モデルを開発。サルの脳細
胞活動記録と行動データの解析から、異なる活動パターンにより効用の算出に関わる5タイプの神経細胞がサルの前頭葉や線
条体に散在することを見出し、これらの神経細胞活動の線形加算によって効用に基づく選択行動が説明できることを明らかにし
た (Imaizumi et al & Yamada 2022, Nature Commun.)。

• 個人間比較できる脳指標“喜び”・欲求の開発：効用と相関する”喜び”・欲求の脳指標を構築し、個人間比較に適用できるこ
とを数千人規模の多様な人びとのfMRIデータセットで確認。所得により喜び・欲求の傾向が異なることが判明した。さらに多変量
解析により、前頭前野腹内側部や腹側線条体を含む広範な脳領域の重み付けマップを作成して、より詳細な“喜び”・欲求の
脳指標のデコーダを構築した。
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参考3 プロジェクトの進捗・成果 松元PJ



• 心理指標・脳指標を開発し、逆境下の「前向き」を多面的に数値化
• Body2Positive（AI）で、歩行・心拍・瞳孔・脳情報から前向き・well-beingを推定
• 推定結果をもとに、個人最適化された前向きアシスト・訓練技術へ接続

心理・脳・身体・行動を統合し、逆境下の「前向き」を数値化する

①心理指標 ②脳指標
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参考3 プロジェクトの進捗・成果 山田PJ



2050年までに、自然に心を整え、他者とつながり・活力を得られる社会を目指し、孤立や無気力を減らし、信頼と協力が
広がるための「感覚刺激で心を整える技術」を確立。この技術により日常の映像や音を使い、意欲や信頼感を引き出す。
科学的に「やる気」や「協力心」が生まれる脳活動を解明し、個人差を考慮した技術の開発を目指す。

画像キャプション
「女性が老人を
いたわっている」

画像を見せたときの利他性関連領域の脳活動を
エンコーディングモデルで予測

エンコーディングモデルに基づき、利他性関連領域
の活動を賦活する最適刺激を生成

エンコーディング
モデル

社会実装とELSI体制の確立行動実験による刺激提示効果の検証

2025年度追加公募
により採択

心理状態変調技術に特有の倫理的・法的・社会的課題
を特定し、持続的に運用可能なリスクマネジメント体制を構築。
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参考3 プロジェクトの進捗・成果 天野PJ



参考4 外部評価委員一覧

41

熊谷 誠慈 京都大学 人と社会の未来研究院 教授

井ノ口 馨 富山大学 学術研究部医学系 卓越教授

永田 智也 D3合同会社 マネージング・パートナー

西田 眞也 京都大学 大学院情報学研究科 教授

森田 朗 東京大学 名誉教授

遠藤 薫 学習院大学 名誉教授

苧阪 直行 京都大学 名誉教授

櫻井 武 筑波大学 医学医療系 教授

銅谷 賢治 沖縄科学技術大学院大学 神経計算ユニット 教授

林(高木) 朗子
理化学研究所 脳神経科学研究センター 多階層精神疾患研
究チーム チームリーダー

堀 浩一 人間文化研究機構 理事

三浦 麻子 大阪大学 大学院人間科学研究科 教授

村井 俊哉 京都大学 大学院医学研究科 教授

横澤 一彦 日本国際学園大学 経営情報学部 卓越教授

浦 光博
広島大学 名誉教授
追手門学院大学 名誉教授

内田 直滋
ハーバード大学 分子細胞生物学部 脳科学研究
所 教授

笠井 清登 東京大学 大学院医学系研究科 教授

鳥海 不二夫
東京大学 大学院工学系研究科 システム創成学
専攻 教授

中小路 久美代
公立はこだて未来大学 理事・副学長
システム情報科学部情報アーキテクチャ学科 教授

●プロジェクト評価

＊運用評価指針に従い、以下の構成メンバーにより、プログラムおよびプロジェクト評価を実施

●プログラム評価（総合評価）

●プログラム評価(主に技術専門的観点)

藤野 陽三 学校法人城西大学 理事（非常勤）※欠席

石塚 博昭 三菱ケミカル株式会社 シニアエグゼクティブコンサルタント

江村 克己 福島国際研究教育機構（F-REI） 理事

大野 英男 情報通信研究機構 理事長

西尾 章治郎 国際高等研究所 所長

濵口 道成 科学技術振興機構 参与

深見 希代子 東京薬科大学 生命医科学科 名誉教授／客員教授



参考5 プロジェクト評価結果 ①

42

プロジェクト 評価
結果

評価結果の概要

今水PJ A PMの的確なマネジメントの下、軽重ミックスデータベースの構築と個性タ
イプ分け、EEGマイクロステートを用いた状態推定とニューロフィードバック、
瞑想アプリによる大規模介入について、概ね計画通り着実に前進してい
る。今後は、これらの国際的なレベルでの検証、作用機序の解明に重点
を置き、科学的信頼性と社会的インパクトの一層の向上を図っていただ
きたい。

筒井PJ B 本研究のオリジナリティは単なるバイオマーカー研究の組み合わせではなく
「自在ホンヤク機」の研究であり、個別の研究成果と「自在ホンヤク機」の
プロトタイプとの統合が不十分である。プロジェクトのコアであるヒト脳波か
らの心的状態の読み取りは、サルの快・不快をデコードできるレベルにとど
まっており、満足できるレベルに至っていない。自在ホンヤク機の具体的な
ユースケースの検討についても、アップデートが求められる。

菱本PJ A 若年者に注目した虐待や抑うつの臨床的かつ医学的なアプローチ（エピ
ゲノム解析、シングルセル解析、および脳機能画像解析等）から、抑う
つ・自殺リスク、レジリエンス低下に関与する有力なバイオマーカー候補が
複数同定された点が高く評価できる。また、生成AI等を活用した介入技
術の検討や、ELSIに対する取組も実質的な進捗がある。

※PMには次の内容をあわせて通知： 「本評価は、あくまでプロジェクトの 4 年間の活動内容と 5 年目の見込みについて、プログラムの前半 5 年の方針に基づいて評価されたものであり、後半 5 年に向け
たプロジェクトの継続可否や、指示・方針等が記載されたものではありません。後半 5 年に向けては、今後、JST ガバニング委員会の評価（ELSI 分科会、外部専門委員会の評価を含む）や、内閣府戦略
推進会議のご意見、及び CSTI によるプログラムの継続可否評価、及びそれに対応する PD 方針の変更等を踏まえて、改めて新たに検討されるものであることをご承知おきください。」



参考5 プロジェクト評価結果 ②

プロジェクト 評価
結果

評価結果の概要

細田PJ A 学際的な体制が着実に運営開始されており、社会実装に向けた進捗は
概ね順調。設計・試作段階として一定水準に到達している。CCC標準
運用モデルの主要要素（ガイドライン、エビデンス、技術・ツール、社会実
験など）の準備は整いつつある。今後は、サイエンスとしての厳密な実証
を加速して因果関係と再現性・一般化可能性について整理した上で、
外部環境での自律的運用を想定した社会実装モデルとしての完成度を
高めることが重要である。

松元PJ B プロジェクトの柱である「個人間比較可能な脳指標」について、「喜び」指
標がいまだ論文化されていない。さまざまな研究が同時に進んでいるもの
の、有機的につながっているように見えない。個人間比較の再現性や汎
化性の検証も十分とは言えない。「志」指標は依然として候補段階にとど
まっている。これらで得られた知見をどのように社会実証実験に活かすか
の戦略もあいまいである。

山田PJ B 多分野連携によるプロジェクト運営で概念整理・指標化から客観計測、
介入・訓練、ELSI、社会実装まで一体で推進されており、研究は概ね
順調に進展している。しかしながら核となる成果については抽象的、かつ
科学的エビデンスが弱いものが多い。サブテーマも多くそれらの成果の統
合には時間がかかるように見受けられる。今後はプロジェクト内での「選択
と集中」や、介入法の統合・パッケージ化の検討が必要である。
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本構想は、ムーンショット目標9が掲げる「心のウェルビーイング、レジリエンス、活力の向
上」というビジョンを具体化するうえで、極めて重要な取組である。幅広い健常者を対象
とした日本発の精密コホート研究を構築し、密度の高いデータ収集を行うことで、従来
にない精度と解像度でヒトの心身の状態を捉えることを目指している。本プロジェクトの
大きな特徴は、心理学的指標、生理学的指標、生物学的指標を、同一の対象集
団において包括的に取得し、統合的に解析できる点にある。さらに、研究開始時点か
らLIRおよびVUとの互換性を意識した標準化指標を組み込んでいる点も重要である。
これにより、本研究は、日本独自の強みを持ちながらも国際比較が可能なデータ基盤
となり、将来的には世界の同種研究に対する一つのモデルとなる可能性を有し
ている。

私が本プロジェクトの独創性を特に高く評価するのは、その研究テーマの設定そのものに
ある。本研究は、国際的な研究デザインのもとで複数の概念を統合し、ポジティブな人
間の心、レジリエンス、ウェルビーイングを理解するための、真に国際的な枠組みを構築
しようとするものである。これにより、分子レベルから神経・生理機能、認知機能、さら
には心理社会的特性に至るまで、多層的な神経生物学的スケールに基づいて、「心
の健康」の規範的概念を提示することが可能になると期待される。現在においても、
「心の健康」はしばしば疾患や障害が存在しない状態として消極的に定義されがちであ
り、その積極的・包括的な定義はなお十分に確立されていない。本プロジェクトは、その
ような現状を乗り越え、将来的にはWHOによる心の健康の包括的かつポジティブな定
義にも貢献し得る、先駆的な研究基盤となる可能性を持っている。

オリバー・テュッシャー教授

ドイツ
ライプニッツレジリエンス研究所（LIR）
臨床研究センター センター長
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MS9における新しいコホート計画は、私の見解では、真に独創的な取組である。幅広い
「健常」な日本人集団を対象に、高密度のディープ・サンプリングを行い、同一個人における
心理学的データ、生理学的データ、脳活動データ、生物学的データを同時に統合すること、
さらにLIRおよびVUとの共通指標の調和を研究開始当初から組み込んでいることは、我々
のいずれのコホートも単独では実現できないものである。この新しいコホートは、日本独自
の深いデータ資源でありながら、国際比較も可能な研究基盤となりつつあり、将来的に
は他の研究者や研究機関が追随したいと考える一つのモデルになると期待される。

VUの立場から見ても、この共同研究は非常に魅力的である。その理由は、MS9が我々の
コホートが最も手薄としている部分を補完してくれるからである。Netherland Twin
Register(NTR) は、約18万人におよぶ参加者を対象とし、大規模性、縦断的な深さ、
そして遺伝学的に有用な研究デザインを備えている。しかし、新しいMS9コホートが実現し
ようとしているような、高密度かつ多面的なディープ・フェノタイピングを提供するものではない。
共通指標が共有されていることにより、共同解析は開始当初から現実的なものとなる。この
点こそ、私が本連携を、単に科学的に興味深いだけでなく、VUにとって戦略的にも重要で
あると考える理由である。

三者連携による相乗効果は、きわめて強い。MS9は、well-going を中心とした深いマル
チモーダル・フェノタイピングを担い、LIRは、EMA、神経画像、マルチオミクスを含む縦断的
レジリエンス・コホートを提供し、VUは、集団規模の、遺伝学的情報を備えたウェルビーイン
グ・データを貢献する。これらが共通指標によって調和されることで、ICIIは、文化的に異な
る三つの社会におけるウェルビーイング、レジリエンス、well-going を横断的に扱うことが可
能となる。これは、心に関する国際的に統一された指標を構築するために必要な研究体
制そのものであり、信頼性の高い国際共同研究を進めるための強固な基盤となる。
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L１：共通表現学習

L2：個人感性

L3：状態推定・予測
（個人ウェルゴーイング）

連携機関
データ

L4：介入効果予測

h(t) h(t+1)介入＋

L5：集団・社会
ウェルゴーイングモデル

ありたい状態

今/将来の状態

介入レコメンデーション
（多様性のある提示）

コミュニケーション、空間改善など

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

相互影響について総合知
を活用しながら検証

安らぎ・活力

MS9データ
プラットフォーム

社会課題
（個人）

社会課題
（集団・社会）

技術シーズ
（前半成果）

個人のペルソナ

エピゲノム
解析

エクソ
ソーム
解析

個性の
タイプ分け

ポジティ
ブな心の
状態推定

オープンデータ、既存LLM、総合知活用

ニューロ
フィード
バック

感覚刺激
による利
他性増大

社会的つな
がりの可視化

社会の幸
福推定

共通指標
への取組

「安らぎ・活力・つながり」を理解・予測・支援
こころの安らぎと活力の基本統合モデルの構築

参考7 後半期間の研究開発体系
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